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　町内の国道除雪を請け負う白岩土木建築㈱が毎年開催し
ている冬季交通安全教室が12月23日、認定こども園めご
たまで開かれました。冬空のもと、認定こども園めごたま
年長児が参加し、金山駐在所笹所長から雪の危険性につい
て講話があったあと、園児たちは除雪車の死角を確認。最
後に、雪を遠くに飛ばす作業を見学し除雪車の役割につい
て学びました。

　１月18日に最上広域消防本部金山支署で水槽付ポンプ
自動車の配備式が行われました。水槽付ポンプ自動車は、
火災現場に到着するとすぐに放水できる消防車で、1.3ｔ
水が入る水槽を装備しています。佐藤町長は「金山支署の
資機材が充実したのを実感した。安全・安心なまちづくり
のため、町内で水利の確保が難しい現場で大きな戦力にな
ることを期待する」とあいさつしました。

　12月18日、金山町交通安全母の会（松田聖子会長）が金
山駐在所及び関係団体の協力を得て、町内の事業所、飲食
店・酒店70軒を訪問し、母の会手作りのリースを配布し
飲酒運転撲滅や交通事故防止について呼びかけました。
12月28日には、永年にわたり、地域の安全を守る警察署
の活動・運営に協力された功労をたたえ、松田会長に新庄
警察署長から感謝状が贈られました。

せいこ

　金山町で落花生を生産している金山町新産地開発協議会
（青柳栄一会長）が、新商品「殻付きビーナッツ」を発売
しました。落花生の収穫・脱穀・選別・袋詰めなどの加工
を全て協議会が手掛けた、純金山産のオリジナル商品。選
別や焙煎は手作業で行うこだわりにより、素材の美味しさ
が一層感じられる商品となっています。ぜひご賞味くださ
い。　問 協議会事務局（三膳）　☎ 090－1064－5959

えいいち

みよし

　12月24日、明安小学校の５・６年生が認知症サポータ
ー養成講座を受講しました。児童たちは、テキストと
DVDを利用し認知症について学習を深めた後、2人1組に
なって困っている高齢者へどのように接したらよいのか考
えながら実践を行いました。６年生の小向尊成さんは「認
知症の方や高齢者の方には優しく声をかけて助けていきた
い」と感想を発表しました。

たける

　12月20日、下向地区婦人会が遊学の森で門松作りを行
いました。正月には欠かせない飾りである門松。講師の西
田和平さん（羽場）に教えてもらいながら、男結びなど力
が必要な作業にも楽しみながら取り組みました。参加した
方は「最初は苦労したけど、なかなか上手に出来あがった。
新年を迎えるにあたり玄関に飾りたい」と嬉しそうに話し
てくれました。

わへい

　１月14日、有屋小学校の１・２年生４名が、地域の方々
と一緒に「なしだんご作り」に挑戦しました。なしだんご
は小正月の伝統行事で、有屋小では５年前から実施。児童
たちは「なしだんごを飾る理由を知ることができた。みん
なで楽しく綺麗に飾りつけできて良かった。」と笑顔で話
していました。完成したなしだんごは、有屋小学校の玄関
ホールに飾られました。

▼販売は、シェーネスハイム金山、マルコの蔵、ちょうほう屋、
　JA金山購買部生活課、ファミリーマートやまろく金山店で行
　っています

▲除雪車の死角には入らないようにとみんなで確認
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